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研究成果の概要（和文）：心理学研究におけるベイズ統計学の普及に関する教授法に関する研究を行った。主と
して入門的教材を作成した。２冊の入門的教科書と3冊の中級の教科書を公刊した。ベイズ的アプローチによる
学術的論文を公刊した。本研究で作成された教材により、有意性検定を使用することなしに、心理学の研究を行
うことが可能になった。他にはない教材である。

研究成果の概要（英文）：We conducted research on teaching methods for the spread of Bayesian 
statistics in psychology research. I made an introductory material mainly. Published two 
introductory textbooks and three intermediate textbooks. Published academic papers in a Bayesian 
approach. The teaching materials created in this study made it possible to conduct psychology 
research without using a significance test. It is a unique teaching material.

研究分野：心理統計学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心理学研究におけるデータ分析には、これまで有意性検定による手続き化された定石があった。心理学者にとっ
て統計法を学ぶことの多くは、これまで有意性検定の手続きを覚えることであったといっても過言でなかった。
対して米国統計学会は2016年に統計的有意性とp値に関する声明を発表した。そこでは「科学的な結論や決定
は、p値が有意水準を超えたかどうかにのみ基づくべきではない。」と宣言されている。しかし声明は、新しい
時代の統計データ分析の必要性を示すのみで、残念ながらそれに代わる具体的な定石を示していない。本研究で
作成された教材により、有意性検定を使用することなしに、心理学の研究を行うことが可能になった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 統計的方法は、心理学における研究方法の、ひとつの大きな柱である。統計学は 20 世紀を
通じて、頻度論的確率論に基づく理論を発展させ、心理学研究の方法論はその成果を大いに利
用した。しかし 21 世紀に入り、主流は主観確率に基づくベイズ統計学に移行し、統計学には
かつて経験したことのない劇的な変化が生じた。統計学を利用する様々な学問分野でも、この
変化の影響はまぬがれ得ない。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、21 世紀の心理学研究を支えるベイズ統計学的方法論を、文科系に属する心
理学研究者が無理なく習得できる教授・学習系列・教材を作成し、心理学の研究の方法論とし
てベイズ統計学を根付かせるための基礎を提供することである。 
 
３．研究の方法 
ベイズ統計学は、古い歴史を持ち、従来からその豊かな可能性が認識されてきたにも係わら
ず、20世紀ではほとんど日の目を見なかった。主観確率の考え方が学会に受け入れられなかっ
たからであり、シンプルなモデルを扱う際にも高次元の確率分布を積分する必要があったため
である。 
しかしマルコフ連鎖モンテカルロ法(Markov chain Monte Carlo, 以下 MCMC と略記)の発展に
より、状況は一変した。主観確率の批判を受けない無情報な（共役）事前分布と MCMC とを併用
して、事後分布を数値的にシミュレートし、推定量の分布を直接調べることができるようにな
ったのである。 
その結果、我々が日々利用する電子メイルのスパムフィルター、銀行 ATM における認証シス
テムなど、ビッグデータと戦う必要のある実際的な統計モデルの方法論としてベイズ統計学が
利用されるようになった。複雑な現象をモデル化するためには、頻度論に基づく従来型の統計
モデルでは限界があり、ベイズ統計学の力を利用しないわけにはいかないからである。  
統計学の主流が頻度論から、ベイズ統計学に移行すると、統計学を方法論として利用してい
る緒科学の研究方法もその影響を受けないわけにはいかず、早晩、心理学の研究方法にもベイ
ズ的な考え方が導入される。 
しかし現時点では、それに対する準備は、まったく心もとない状況である。これらの観点を
踏まえ、数学的に如何に教授学習過程を簡略化できるかについて理論的な検討を行う。 
 
４．研究成果 
 米国統計学会が 2016 年に発表した統計的有意性と p値に関する声明は「科学的な結論や決定
は、p値が有意水準を超えたかどうかにのみ基づくべきではない。」と宣言されている。しかし
声明は、新しい時代の統計データ分析の必要性を示すのみで、残念ながらそれに代わる具体的
な定石を示していない。群雄割拠の現在、承認された新しい分析手続きとしての定石は、今だ
確定していない。百家争鳴の状況だから、いろいろな流儀があって、どうすべきかの意見は必
ずしも一致していない。しかし本研究では、権威者から新しい定石が与えられるのを待つので
はなく、統一されてから動くのでもなく、査読付き論文を 13、教科書を 8冊公刊し、教授法の
開発を行った。 
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